
平成28年度 北海道立生涯学習推進センター研修事業 
 

生涯学習推進基本講座（道南会場）兼 日高管内社会教育職員研究協議会社会教育指導部会 
及び社会体育指導部会研修会 兼 日高管内社会教育委員連絡協議会研修会 開催要項 

             
１ 趣  旨   人づくりと地域づくりに資する生涯学習を推進するための体制整備としての計画策定・評価及

び事業企画に関する基本的・実務的な知識や技術などについて理解を深める。  
２ 主  催   北海道立生涯学習推進センター、北海道社会教育主事会協議会（日高管内社会教育主事会） 

日高管内社会教育職員研究協議会、日高管内社会教育委員連絡協議会  
３ 協  力   北海道教育庁日高教育局  
４ 期  日   平成28年11月18日（金）  
５ 会  場   新ひだか町公民館  （ 新ひだか町静内古川町1 丁目1－2   TEL： 01４６-４２-２５６２）  
６ 参加対象   市町村・市町村教育委員会職員、各種審議会委員（社会教育委員、生涯学習審議会委員など）、

生涯学習・社会教育関連施設職員、青少年教育施設職員、社会教育関係団体職員等  
７ 募集定員   ３０名  
８ 研修内容   ○ 講義「管内の社会教育関係職員に期待すること」～人口減少問題に対応する社会教育行政を担うために～ 
           講師：様似町教育委員会教育長 荒 木 輝 明 氏 
           地域の喫緊の課題である人口減少に社会教育行政職員としてどう対応すべきか、長年、社

会教育に携わり、地域の教育を担うお立場から御教示いただきます。 
○ 説明 北海道立生涯学習推進センター職員 

           人口減少に対応した社会教育行政の在り方について、行政間連携、住民との協働を視点に
ついて理解を深めます。 

         ○ 事例発表「人口減少問題に対応する社会教育行政の在り方」～行政間連携と地域住民との協働の取組事例～ 
発表者：「行政間連携の事例」（調整中） 
    「社会教育委員との協働の事例」（調整中） 

           研究テーマに沿った管内の事例を紹介し、人口減少問題に対応した社会教育行政の在り方 
について考えます。 

         ○ 研究協議  
           管内の事例及び道内外の特色ある取組事例を検証し、社会教育行政職員及び社会教育委員

の果たすべき役割について理解を深めます。 
           コーディネート：北翔大学大学院教授 谷 川 松 芳 氏 
         ○ 情報提供 
           北海道教育庁日高教育局教育支援課社会教育指導班、国立日高青少年自然の家 
         ● 個別相談（希望制） 
            事前調査の内容をもとに、計画の策定や評価等に関する個別相談を行います。  
９ 日  程 
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※ 個別相談について 
道立生涯学習推進センター職員が、市町村の生涯学習・社会教育の推進に関わる中・長期計画策定等の個

別相談に応じます。希望される方は、参加申込書の希望ありにチェックを入れ、相談内容を御記入ください。  
10 参加申込み 

■ 申込み締切り    11 月10 日（木） 
■ 参加申込書には、研修の効果的運営を目的に質問項目を設定しております。是非とも御協力をお願いします。 

 

 

 〈研修テーマ〉 人口減少問題に対応した社会教育行政の在り方 

～ 行政間連携と地域住民との協働に向けた方策について ～ 

＜申込み・問い合わせ先＞  北海道立生涯学習推進センター （担当：久保、吉光寺） 
  〒060-0002 札幌市中央区北2条西7丁目「かでる２・７」８階 
   T E L：011-231-4111 （内線）36-325 ／ F A X：011-261-7431 
   Mai l ： hlpc_staff@manabi.pref.hokkaido.jp 

※ 別添「参加申込書」を送付してください。（郵送・FAX・電子メールのいずれか） 
※ 開催要項及び参加申込書は、当センターホームページの〈主催講座案内〉からダウンロードできま

す。（https://manabi.pref.hokkaido.jp/center/works/course/index.html） 


